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論文内容の要旨
本論文は， メディア信号処理の高性能化と高安定化を実現するデータ駆動型メディアプロセッサの構成に関する研
究の成果をまとめたものであり，以下の 5 章から構成されている o
第 1 章は序論であり，本研究の背景としてマイクロプロセッサアーキテクチャの研究動向とデータ駆動型プロセッ
サの概要を述べ，本研究の目的と位置づけならびに本論文の構成を説明している o
第 2 章では，大量の画像データ等のメディア信号処理をプロセッサ上で高速に実行するデータ演算方式について，
従来の SIMD 型データ演算方式の問題点を考察し，その解決策として，フィールド内でのサブデータの移動や交換
を演算と同時実行可能な新しい演算機構を用いた拡張 SIMD 型演算方式を提案している。また， この方式を用いた
データ駆動型フ。ロセッサのメディア処理性能を，三次元画像のレンダリング処理に適用して定量評価している o
第 3 章では，データ駆動型プロセッサの動作機構の特徴である自己タイミング回路とエラスティックパイプライン
機構の概要を述べ，本プロセッサの入力負荷変動および高負荷状態での耐性の向上を可能にする分散キューバッファ
配置方式を提案している。また，要素プロセッサ内でパケットをバッファリングする非同期入出力キューであるキュー
バッファの配置を，プロセッサ内のパケット流量解析により決定する手法を提案している。
第 4 章では，プロセッサの負荷変動制御と処理能力の拡充のため，プログラムを特定条件下で複数のプログラムブ
ロ y クへ分割・整形するマルチプログラムブロ y ク実行方式を提案している。また，ブロック実行に要するプロセッ
サ処理負荷量の制限とプロセッサ内資源の必要十分量の特定により，複数フ。ログラムブロックの同時実行が可能とな
り，プロセ y サの処理性能の高安定化が可能であることを示している o
第 5 章では，本研究で得られた成果をまとめ，今後の課題について述べている D
論文審査の結果の要旨
本論文は， メディア信号処理の高性能化と高安定化を実現することを目的に，データ駆動原理を用いた新しいメディ
アプロセッサアーキテクチャの構成法に関する一連の研究成果をまとめたものである o 得られた主な研究成果は次の
通りである。
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(1) 大量の画像データ等のメディア信号処理をプロセッサ上で高速に実行する際，従来のSIMD型データ演算方式
では，命令数やデータ数の増大を招くという問題点を明らかにし，その解決策として， フィールド内でのサブ
データの移動や交換を演算と同時実行可能な新しい演算機構を用いた拡張 SIMD 型演算方式を提案している。
また， この方式を用いたデータ駆動型プロセッサのメディア処理性能を，三次元画像のレンダリング処理に適
用して定量評価し，性能/ハードウェア量比が大幅に向上することを明らかにしている口
(2) データ駆動型プロセッサの動作機構の特徴である自己タイミング回路とエラスティックパイプライン機構の性
能を一層改善するため，本プロセッサの入力負荷変動および高負荷状態での耐性の向上を可能にする分散キュー
パ y ファ配置方式を提案し，さらに要素プロセッサ内でパケットをパッ 7 ァリングする非同期入出力キューで
あるキューバッファの配置方法として，プロセッサ内のパケット流量解析により決定する手法を提案し，負荷
変動耐性と処理性能の向上が可能であることを示している o
(3) プロセッサの負荷変動制御と処理能力の更なる拡充のため， プログラムを特定条件下で複数のプログラムフーロッ
クへ分害IJ ・整形するマルチプログラムブロック実行方式の有用性を明らかにしフボロック実行に要するプロセッ
サ処理負荷量の制限とプロセッサ内資源の必要十分量の特定により，複数プログラムブロックの同時実行を可
能にする新しい手法を提案し，データ駆動型メディアプロセッサの処理性能の高安定化が可能であることを確
認している。
以上のように，本論文はデータ駆動型メディアプロセッサの構成手法に関する多くの有用な成果を上げており，情
報システム工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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